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1 はじめに

本研究ではある書店における1ヶ月間の勤務シフトの作
成を行う. その書店では毎月,社員,パート,アルバイトに
来月の勤務希望日を聞き, その後,店長が手作業でシフト
を作るようになっている. しかし,このシフトを作るのに
2～3日ほどかかっており,効率が悪い. そこでこの問題を
0-1整数計画問題として定式化して解く.その際,各人のど
の曜日に出勤したいかという満足度を最大化することを
考える.これにより,自動的に勤務シフトを作成できるよう
にする.

2 研究方針

2.1 書店の説明

この書店は10:00～23:00まで営業しており,従業員は
10:00～18:00までの早番か18:00～23:00までの遅番,もし
くは営業時間全て働くフル番のいずれかで出勤する.従業
員には社員,パート,アルバイトの区別があり,以降,従業員
の数と書いてある場合,社員,パート,アルバイトの数を全
て足したものと考える.なお,フル番で出勤できるのは社員
のみである. さらに,社員の中には店長を含む幹部社員3人
が含まれている.

2.2 従業員の勤務制約

社員は平日,休日にかかわらず,早番,遅番,フル番のいず
れでも出勤することができる. パートは平日の早番のみ
に出勤することができる. アルバイトは個々に出勤でき
る曜日が決まっており,平日に出勤する時には,遅番のみに
出勤することになり, 休日に出勤する時には,早番か遅番
のどちらかに出勤することになる. 従業員は希望休みを
とることができ,その日は出勤しない. 1ヶ月の出勤回数
についても,幹部社員3人は25回以上,その他の社員は20回
以上,パートは15回以上, アルバイトは6回以上でなければ
ならない. なお,ここで言う出勤回数とは,早番か遅番で出
勤すれば1回,フル番で出勤すれば2回とカウントする.さ
らに,幹部社員3人の中から必ず1人以上は早番に出ていな
いといけない. 遅番も同様にこの3人の中から必ず1人以
上出ていないといけない. なお,フル番で出勤した社員が
次の日も連続でフル番になるということがないようにす
る. 最後に,早番には6人以上,遅番には4人の従業員が必要
である.

3 問題の定式化

3.1 定義

記号の定義

i ∈ {1, · · · , N} :数字の小さい方から社員,パート,

アルバイトを表す従業員番号

j ∈ {1, · · · ,M} :勤務日

k ∈ {1, 2} : 1が早番, 2が遅番を表す

n :社員の数

m :パートの数

aijk :希望休みを表すデータ

Sijk ∈ {0, · · · , 10} :アルバイトiがj日に

シフトkで出勤する時の満足度

(i = n + m + 1, · · · , N)

変数の定義

xijk =

{
1 (従業員iがj日にシフトkで出勤する)
0 (休み)

3.2 定式化

目的はアルバイト全員の満足度の合計を最大にするこ
とである. 満足度を考えるのがアルバイトだけであるの
は,出勤できる勤務日の制約があるのがアルバイトだけだ
からである. その際,目的関数は以下のように表される.
目的関数

N∑
i=n+m+1

M∑
j=1

2∑
k=1

Sijkxijk → max

そして,制約式は以下のように表される.

(i) 従業員全員に関係のある制約
希望休みをとっていたら,その日は休みにする.

xijk ≤ aijk (1)

(i = 1, · · · , N, j = 1, · · · ,M, k = 1, 2)

(ii) 社員の制約
2日間連続で1日中働くということがないようにする.

2∑
k=1

xijk +
2∑

k=1

xi(j+1)k ≤ 3 (2)

(i = 1, · · · , n, j = 1, · · · ,M − 1)

店長を含む幹部社員3人は1ヶ月の出勤回数が25回以上.

M∑
j=1

2∑
k=1

xijk ≥ 25 (i = 1, 2, 3) (3)



残りの社員の1ヶ月の出勤回数が20回以上.

M∑
j=1

2∑
k=1

xijk ≥ 20 (i = 4, · · · , n) (4)

店長を含む幹部社員3人の中から1人以上が必ず早番,遅
番で出勤する.

3∑
i=1

xijk ≥ 1 (j = 1, · · · ,M, k = 1, 2) (5)

(iii) パートの制約
パートの1ヶ月の出勤回数が15回以上.

M∑
j=1

2∑
k=1

xijk ≥ 15 (i = n + 1, · · · , n + m) (6)

パートは平日の早番のみ出勤できる.
j日が平日である場合.

xijk =

{
1, i = n + 1, · · · , n + m, k = 1
0, i = n + 1, · · · , n + m, k = 2

(7)

j日が休日である場合.

2∑
k=1

xijk = 0 (i = n + 1, · · · , n + m) (8)

(iv) アルバイトの制約
アルバイトの1ヶ月の出勤回数が6回以上.

M∑
j=1

2∑
k=1

xijk ≥ 6 (i = n + m + 1, · · · , N) (9)

アルバイトは平日の早番には出勤できない.
j日が平日である場合.

xij1 = 0 (i = n + m + 1, · · · , N) (10)

(v) その他の制約
早番に必要な人数は6人以上.

N∑
i=1

xij1 ≥ 6 (j = 1, · · · ,M) (11)

遅番に必要な人数は4人.

N∑
i=1

xij2 = 4 (j = 1, · · · ,M) (12)

4 実行結果

2006年7月から12月までの勤務シフト表を作成したモデ
ルを使って改めて作り, 今までの手作業での勤務シフト表
と比較をしてみた.

表 1: 従業員全員の出勤回数合計の比較

改善前 改善後 削減回数

7月 323 319 4
8月 325 320 5
9月 308 301 7
10月 318 315 3
11月 309 305 4
12月 322 317 5

表 2: アルバイトの満足度合計の比較

改善前 改善後 増加点数

7月 845 870 25
8月 889 912 23
9月 837 865 28
10月 807 824 17
11月 801 818 17
12月 843 869 26

5 まとめ

従業員の出勤回数合計の改善前と改善後を比べてみる
と,平均して5回ほど合計を減らすことができた. これは,
手作業で起こっていた無駄をなくすことができたからだ
と思われる.
アルバイトの満足度合計の10月,11月が極端に少なくなっ
ている理由は,アルバイトである大学生の休みが終わって
社員,パートの出勤回数が多くなったからである.しかし,
どの月も改善後は平均して20程増やすことができた.これ
は無理のない勤務シフトを作成できたことを表している.
そして勤務シフト表の作成にかかっていた時間も30～

40分程と大幅に短縮することができた.
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